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議会審議

山
野
議
長
か
ら
の
辞
職
願
の
提
出
に
伴
い
、
７

月
13
日
に
「
平
成
27
年
第
４
回
熊
野
町
議
会
臨
時

会
」
を
開
会
い
た
し
ま
し
た
。

臨
時
議
会
で
は
、
山
野
議
長
の
辞
任
が
許
可
さ

れ
た
後
に
、
議
長
選
挙
が
投
票
に
よ
り
行
わ
れ
、

新
た
に
山
吹
議
員
が
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

６
人
の
議
員
が
、
全
11
項
目
の
一
般
質
問
を
行
い
、

町
執
行
部
と
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

平成27年７月臨時会・９月定例会

　

議
長
就
任
に
伴
い
、
山
吹
議
長
が
、
議
会
運
営
委
員
長

を
辞
職
さ
れ
ま
し
た
。
変
更
は
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
長　
　

沖
田
ゆ
か
り

副
委
員
長　
　

時
光　

良
造

委　
　

員　
　

民
法　

正
則

　

７
月
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
町

議
会
議
長
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な

り
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感

し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

町
民
皆
様
の
ご
意
見
と
ご
要
望
に
耳
を
傾
け
、
皆
様

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
議
長
と
し
て
、
粉
骨
砕

身
の
覚
悟
で
町
議
会
の
運
営
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。

９
月
８
日
か
ら
開
会
し
た
「
平
成
27
年
第
５
回
熊
野

町
議
会
定
例
会
」
に
、
町
長
よ
り
、
報
告
１
件
、
議
案

10
件
、
認
定
２
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
か
ら
も
発
議
案
が
１
件
提
出
さ
れ
、
全

て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
伴
い
、
個

人
番
号
を
お
知
ら
せ
す
る
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
本
年
10
月

か
ら
本
町
に
住
所
を
有
す
る
全
て
の
人
を
対
象
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
は
、
希
望
者
に
対
し
て
本

人
申
請
に
よ
り
、Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
、
顔
写
真
が
入
っ
た
「
個

人
番
号
カ
ー
ド
」
を
交
付
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
２
種
類
の
カ
ー
ド
は
、
初
回
発
行
手
数
料
は
無

料
で
す
が
、
再
発
行
す
る
場
合
に
は
、
有
料
と
な
り
ま
す
。

〜
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
〜

議
会
審
議
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

議
会
運
営
委
員
会
構
成
員
の
変
更

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
対
応

条例
改正【

再
発
行
手
数
料
】　

通
知
カ
ー
ド　
　
　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

個
人
番
号
カ
ー
ド　

８
０
０
円

熊野町における総合基本戦略熊野町における総合基本戦略

総合戦略の策定に関しては、総合計画の後期
基本計画と合わせ、あらためて検討状況を議
会に報告する。 　　　　　　　（三村町長）

人
口
減
少
や
少
子
化
が

想
定
さ
れ
る
。

今
後
、
広
域
行
政
の
観

点
か
ら
周
辺
市
町
と
の
連

携
が
さ
ら
に
重
要
と
な
る

と
同
時
に
、
産
官
学
金
労

と
の
連
携
も
ま
た
必
要
で

は
。広

域
行
政
、
特
に
市
町

の
連
携
は
、
総
合
戦
略
に

お
け
る
取
組
み
を
具
体
に

推
進
す
る
う
え
で
、
極
め

て
重
要
だ
と
認
識
し
て
い

る
。今

後
さ
ら
に
広
域
連
携

を
深
め
、
圏
域
と
し
て
互

い
に
成
長
し
て
い
こ
う
と

い
う
視
点
に
変
化
し
つ
つ

あ
る
。

さ
ら
に
、
自
治
体
間
の

み
な
ら
ず
、
産
業
界
等
横

の
連
携
も
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
と

合
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

総
合
基
本
戦
略
を
広
域

行
政
の
観
点
な
ど
か
ら
、

ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い

る
か
問
う
。

ま
た
、
同
時
に
作
成
す

る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要

を
聞
き
た
い
。

現
在
、
総
合
戦
略
策
定

に
関
す
る
現
状
分
析
や
、

定
住
・
交
流
人
口
の
増
加

を
図
る
施
策
等
に
つ
い

て
、検
討
を
進
め
て
い
る
。

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
は
、
現
状
の
ま
ま
推
移

す
る
と
５
年
後
の
平
成
32

年
に
は
、
２
万
２
千
人
に

減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
出
生
率
や
定

住
・
交
流
人
口
の
増
加
を

図
る
等
し
て
、
目
標
に
掲

げ
る
２
万
５
千
人
の
維
持

に
努
め
て
い
き
た
い
。

ズバリ、町政を問う！

大瀬戸宏樹 議員
Ａ

Q

総務部 門

一
　
般
　
質
　
問

議
長
就
任
あ
い
さ
つ　
　
議 

長　

山 

吹 

富 

邦

ー 

熊
野
町
手
数
料
条
例 

ー

Ｑ
．「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
と
は
何
で
す
か
。

Ａ
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
と
は
、
国
民
一

人
ひ
と
り
が
持
つ
12
桁
の
番
号
の
こ
と
で
す
。

Ｑ
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
通
知

さ
れ
ま
す
か
。

Ａ
．
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
全
て
の
人
に
、
本
年
10

月
以
降
に
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た「
通

知
カ
ー
ド
」
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
．「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
と
は
何
で
す
か
。

Ａ
．
本
人
確
認
の
た
め
の
身
分
証
明
書
や
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
に
利
用
で
き
る
予
定
の
カ
ー
ド
で
す
。

Ｑ
．「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
は
ど
の
よ
う
に
申
請
す

る
の
で
す
か
。

Ａ
．
通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
て
い
る
申
請
書
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．「
個
人
番
号
カ
ー
ド｣

の
交
付
手
数
料
は

Ａ
．
初
回
は
無
料
で
す
。
再
発
行
す
る
場
合
は
手
数

料
が
発
生
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は

教育部門 民生部門 建設部門 総務部門

熊
野
町
に
お
け
る
総
合
基
本
戦
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　…

…
 

大
瀬
戸 

議
員

P.5

書
道
人
口
の
増
加
に
向
け
た
毛
筆
産
業
の

活
性
化
　
　
　
　
　
　
　…

…
 

諏
訪
本 

議
員

P.6

国
民
の
祝
日
「
山
の
日
」

本
町
の
山
へ
の
取
り
組
み
は…

 

竹
　
爪 

議
員

獣
害
対
策
の
電
気
柵
の
安
全
管
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　…
…
 

民
　
法 

議
員

P.7

空
き
家
対
策
　
　
　
　
　…
…
 

大
瀬
戸 

議
員

ゴ
ミ
処
理
の
あ
り
方
　
　…

…
 

竹
　
爪 

議
員

町
民
盆
踊
り
大
会
の
開
催
検
討
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　…

…
 

民
　
法 

議
員

P.8

プ
ー
ル
開
放
実
施
期
間
の
拡
大
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　…

…
 

沖
　
田 

議
員

小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
自
転
車

マ
ナ
ー
向
上
　
　
　
　
　…

…
 

沖
　
田 

議
員

P.9

熊
野
町
独
自
の
取
り
組
み
で
あ
る
小
学
校

低
学
年
の
書
道
科
　
　
　…

…
 

立
　
花 

議
員

学
校
教
育
の
充
実
！

「
学
力
向
上
」
と
「
中
学
校
部
活
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　…

…
 

諏
訪
本 

議
員

P.10


